
平成23年度 第66回国民体育大会北海道ブロック予選会       
兼北海道体育大会ソフトボール競技 開催要項 

１ 主催  財団法人日本体育協会、財団法人北海道体育協会 

２ 主管  北海道ソフトボール協会、後志ソフトボール協会、倶知安ソフトボール協会 

３ 後援  文部科学省、北海道、北海道教育委員会、倶知安町、倶知安町教育委員会、 

     倶知安町体育協会、北海道新聞社倶知安支局 

４ 期日  平成２３年７月９日（土）～１０日（日）、予備日１１日（月） 

５ 会場  倶知安町営ソフトボール球場（きたろくグランド）他 

        少年少女第試合１０：００、第２試合１２：００、第３試合１４：００ 

 
 



 

 

 
札幌選抜は、１回裏「大日向利香」と「石塚桜子」の３点本塁打で一挙６点を挙げる。２点差

に迫られた４回 裏の攻撃は、二死３番「大日向」二塁打５番「浜田美咲」三塁打と集中打で

５点追加して５回コールドとして初戦を終える 。一方胆振選抜は、２回表一死後「鈴木まな

み」四球出塁８番「中野瑛美」３塁打で１点、二死後失策が３個つづき２点を 拾う。５回に

３安打で２点加点したが初回の６点が重くのしかかった。 

 



 
旭川選抜は、１回裏打者８人で犠打・安打２本と効率よく攻め２点先制する。２回裏は一死後

３番「廣瀬裕未 」２点三塁打を含め３点を挙げ前半に優勢を決めて５回二死７点コールドゲ

ームとなった。「石川みのり」投手は釧路選抜 から三振３個、出塁走者４人に抑えて完封勝

利を収めた。釧路選抜は、打球の全てを内野で処理されて終わってしまった。 

 

 

石狩選抜は、先発「石川 綾」投手が３回を投げ、打者１０人奪三振７を記録、「佐々木美

咲」投手が継投２ 回を三者凡退に抑えた。打撃陣は４番「鬼束 葵」三塁打２本を初め安打

２１本と炸裂２２点の大量点を取った。地元後志 選抜は、１・２回と連続三振を喫していた

が、３回に９番「小原聖加」の安打が光っていた。 

 



 

道南選抜は、２回裏７番「鶴岡あかね」四球出塁８番「水野苑子」安打で一死２・３塁の好機

に失策・内野ゴ ロ・安打で３点とり逆転とり、試合を優位に勧め５回コールドと試合を決め

た。北空知選抜は、１回表の安打２本のみ、以 後の三者凡退があり敗退した。 

 

 
札幌選抜は２点先制し、後半の攻撃打線が目覚め３回から５回迄に１６安打が飛び出し２１点

が加点され、大 差の勝利となった。北見選抜は１回「長尾早紀」三塁打出塁するが後続なく

無得点となった。５回裏に四球出塁と安打によ る得点で一矢をむくいた。 

 

 



十勝選抜は、４回・５回とも打者を１３人・１２人送り５回には「住吉神奈」「池田麻由子」

の本塁打を含め この２回全得点の１６点を挙げ準決勝に駒を進めることが出来た。旭川選抜

は、１回・３回は安打１本で、５回は安打２本 で各１点を取ったが勢力を失った。 

 

 

石狩選抜は、１回裏に一挙に１３点を挙げ試合の主導権を握り、投手を先発「新井加那」から

「佐々木美咲」 に継投し順当に準決勝に進んだ。南空知選抜は内野ゴロ３、安打２本と貧打

に泣いた。 

 

 

道南選抜は、前半を１対１で折り返し、５回表１番「小野愛華」四球出塁二死後２連打し１

点、７番「水野苑 子」右前２点適時打で３点を挙げる。７回表には５番「松尾奏瑛」の２点

本塁打が加点され後半逃げ切り駒を準々決勝に進 めた。遠紋選抜、２回裏四球出塁走者を６

番「安藤初美」が迎え先制点とした。６回裏は敵失策の得点を拾って反撃と思っ たが後続が

なく初戦は飾れなかった。 

 



 
十勝選抜は、３回裏１点失い迎えた５回表先頭打者安打出塁犠打で進塁、３番「池田」安打し

て一死一・三塁 ４番「辻優奈」の１球目二盗に成功、飛び出した三塁走者に牽制が悪送球と

なり同点となり「辻優奈」が勝ち越し打し２点 を挙げた。６回「田中友里恵」先頭打者三塁

打得点で加点して優勢を保ち粘り勝ちを収める。札幌選抜は、１回裏「山本陽 美」の同点二

塁打で振り出しとした。３回・７回の各１点は「山本陽美」の四球出塁の得点でした。 

 

 

石狩選抜は、１回裏一死後三連打となる４番「鬼束 葵」の二塁打で先制点、その後二連打し

３点をあげる。 ２回表は「渋谷奈津美」の２点タイムリーを軸に４点加点して大量点の突破

口とした。５回裏は「斎藤優華」三塁打と「鬼 束 葵」の二人で得点を加え、本大会３試合

連続５回コールドで収めた。道南選抜は、１回裏と３回裏共に先頭打者が安打 出塁して好機

となったが「新居加那」投手の前に後続なく、打者１７人で準決勝を終えた。 

 



 
石狩選抜は、他を寄せ付けず本大会４試合全てを５回コールドゲームで収め、優勝を飾る。１

回裏暴投の得点 で先制し、３回裏は５番「渋谷奈津美」二塁打と６番「池田早紀」三塁打で

３点加点試合を決定づけた。十勝選抜は、２回 ・５回に安打出塁走者を三塁まで進めるも

「新居加那」・「石川綾」両投手を打ち崩せなかった。 

 

 



 
 

 
ニューバファローは、１回表に３点を先制されるも、その直後の１回裏、先頭打者「宮原隆

弘」がセンターオ ーバー本塁打を放ち１点を返し反撃し、６回裏には、６番「流田安紀」の

本塁打を含む９安打など、打者１４人攻撃で一挙 ９点を挙げ逆転すると、７回表の北翔の反

撃を３点に食い止め、４連覇に向かって一歩を歩み出した。一方、北翔は、１回 表に３点を

先行し、その後、對馬和良、伊藤涼太のソロ本塁打、７回にも、９番「加藤篤志」の３点本塁

打で３点差に追い すがるも後続を絶たれた。 

 



 
石狩新星クラブは、１回表、打者１６人の攻撃で、３番「渡辺正弘」、６番「内川高志」の３

点本塁打、３番 「原谷健一」の満塁本塁打など、１１安打の猛攻で１２点を先行し試合を決

定づけると、その後も、内川高志が、この試合 ２本目の本塁打を放つなど、１９安打・１５

点で常口アトムズを５回コールドで退けた。一方、常口アトムズは、２回裏に 、２四球・２

安打と敵失などで２点を返し、５回にも２点を返し反撃するも、序盤の大量失点が重すぎた。 

 

 
ニューバファローは、１点を先制された１回裏、二死後、４番「福田貴光」の２点本塁打、５

番「西島貴之」 の連続本塁打で３点を挙げあっさり逆転。その後、３回にも、４番「福田貴

光」、７番「鳥谷部真」の二塁打などで３点を 追加、続く５回にも６番「流田安紀」の２点

本塁打で２点を加え、５回コールドで二年連続優勝に王手をかけた。一方、倶 知安スターバ

ックスは、１回表、２番「岡田光弘」の右中間二塁打で１点を挙げ先制するも、地元期待の一

勝はならなかっ た。 

 



 
石狩新星クラブは、１回表に３点を先制されるも、その裏に、３番「渡辺正弘」、４番「原谷

健一」の連続二 塁打などで２点を挙げ、、５回裏には、相手投手の制球難や敵失などで４点

を追加し、続く６回にも、３番「渡辺正弘」の ２点本塁打で北海道大学男子ソフトボール部

を突き放した。一方、北海道大学男子ソフトボール部は、１回表に、５番「堀  睦」の右中

間２点本塁打などで３点を先制するも、２回以降は、石狩新星クラブ「小田武史，内川高志」

の投手リレーの 前に散発５安打に抑え込まれた。 

 

 

ニューバファローは、１回表に２点を先制されるも、その裏、４番「福田貴光」のレフと前安

打で２点とし、 ７番「佐藤利広｣のセンターオーバー３点本塁打などで１１点を追加し一挙に

逆転し、その後も１試合７本塁打などで着実 に加点し、５回コールドゲームで大会４年連続

優勝を飾った。一方、石狩新星クラブは、１回表に２点を先制するも、その 後の攻撃を、ニ

ューバファロー「佐藤利広,高木大介」に抑え込まれた。 

 



 

 
ＫＧ－ＳＨＥ’ｓは、二死一三塁から、５番「高谷朋江」のレフトオーバー二塁打で２点を先制

し、３回裏にも、4番「荒井華容」がライトオーバー三塁打で出塁後、五番「高谷朋江」の投

手内野安打で１点を加点し、試合を優位に 進め、５回にも、４番「荒井華容」、５番「高谷

朋江」の連続二塁打を足掛りに２を追加し試合を決定づけるなど、連覇に むけて好発進し

た。一方、北翔ＦＧは、６回表に１点を返し反撃するも、ＫＧ－ＳＨＥ’ｓの背中は遠かった。 

 
ＫＧ－ＳＨＥ’ｓは、３回裏まで２点のリードを許すも、４回表、４番「荒井華容」がセンター

前安打で出塁 後、３連続四球や９番「坂井陽香」の左中間三塁打などで４点を加点し、更に、

５回にも、２番｢久下敦子｣，４番「荒井 華容」の二塁打を含む４安打・３四球の攻撃で７点を

加点し、試合の流れを決定づけ、二年連続の優勝を飾った。一方、石 狩ＳＣは、序盤リードす

るも、後半の攻撃を、ＫＧ－ＳＨＥ’ｓの佐々木優に抑え込まれた。 


